















手は大学運営であった。長年、四九歳になるまで「非常勤」のみで研究を最優先させてきた人間には、専任職を得た岡山での五年の経験も、まだ組織人としての自覚を深いものにするには不足であった。そんな者が、着任十一年で学部長を引き受けてしまったため、諸先生方・職員の方々に迷惑ばかりかけることにな が、多く 同僚に助けられ、痛む足を引きずりながら（時に車椅子に頼りつつも）どうにかこうに 二年間を切り抜けた。一年目の終わり、三月期入試の判定日、大震災に遭遇した時には学部長室の机の下から職員の方々に救出され、その後は、部活で校内 居た学生たち 「帰宅の足」と「宿泊先」確保に微力を尽くすことが、辛うじてできた。
教育は、思えば二四歳の春に大学を卒業して学習塾で講師を始めて ら、中学・高校・大学・大学院と、四九歳の
春まで二十五年間、非常勤ばか ではあったが 「教育」で飯を喰い、その後岡山の大学で五年間 跡見で十六 間、計二十一年間、専任教員として飯を喰い、総て わせて四十六年間「教育」に携わってきたことになる。
最後の授業となった一月二十四日土曜日、三 ゼミを終えた時は、 「これで終わったんだな」という以外に何もつ
ぶやき得なかったが、岩田さんをつかまえ、いつものよう 勝手なお喋 をして 時、 ようや 、学生一人一人の関心と潜在能力を見定め、一人一人にあった指導 どうにか出来るようになっ きたかな とい ところで《お仕舞い》 、まあ、 んでも《これで良し》ということはない だ ら、仕方ないか」などと独白 同意を得た。
研究は、そのために生きてきたのだから、これは世を去るまでやる。いよいよこれからが研究三昧 生活だ。一九七四年の修士課程在学中、学会誌に最初の論文を発表してから七〇年代に著した五本程の「論文」については





たる調査は困難となっていった。岡山赴任前に新潟で発見した史料の分析から始まった諷刺史料研究は、史料が首都圏の幾つかの公的機関に集中的に所蔵されていること、跡見に職を得たこと、関心が江戸の民衆意識解明に移りつつあったことなどで、研究対象地域は急速に江戸に絞られてきた。その上で、戊辰戦争諷刺錦絵 解明に本格的 取組んだことで、現在の研究課題が生まれている。戊辰戦争期の江戸、幕府支配から官軍・新政府支配へと変わる江戸で、何が起き、どんな情報が流れ、どんな意見が発信されたのか、そこにおける江戸・東京の民衆意識はいかなるものか、少なくともあと十年は頑張ってこの研究 専念したい。そ ことが、その後の日本近代史における闇から、光明を見いだす糸口 なる、と考えるからである。
特定疾患・脊椎間狭窄症・近年の眼病と、結構重たい病を抱えてはきたが、一つ一つを克服する度ごと 、むしろ




























































































（１） 《家記》慶応三年分の記事を中心に」 『跡見学園女子大学文学部紀要』 （
48） 。
二〇一三年十一月「江戸版『太政官日誌』の刊行開始期と《五榜














共同研究員。 《基幹研究》 「中・近世における生業と技術・呪術信仰」 〔代表井原今朝男〕 。
二〇〇八年一月～二〇〇九年三月
　
国立歴史民俗博物館、研究水
準外部評価委員。
